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関西・大阪21世紀協会／トピックス・ニュース

　邦舞や邦楽など、大阪の伝統的な上方文化の復興をめざし30年間
にわたり活動してきた財団法人上方文化芸能協会が、2012年度末を
もって解散し、以後、関西・大阪21世紀協会がその事業を引き継ぐこ
とになった。
　上方文化芸能協会は、作家の司馬遼太郎氏をはじめ、作家の田辺聖
子氏、山村雄一大阪大学総長、古川進大阪商工会議所会頭、岸昌大阪府
知事、大島靖大阪市長、日向方齋関西経済連合会会長、芦原義重大阪21
世紀協会会長（全て当時）らが発起人となり1983年に設立された。翌
1984年からは、国立文楽劇場（大阪・日本橋）で「上方花舞台」を開催。
お座敷でしか見られない芸妓の芸が誰でも見られるようになった。今
宮戎神社十日戎の「宝恵駕行列（1月）」や住吉大社の「御田植神事
（6月）」など、大阪の伝統祭事にも花街の芸妓が奉仕し、今に続いている。
　司馬氏は同協会の設立にあたって「勧進のことば」を寄せ、「私ども
の街が持ってきた伝統的な歌舞音曲も、今後、勧進のすがたをとり、私
ども大衆の所有物になってゆかねば、ほろびてしまう」と、伝統継承の
重要性を訴えている。関西・大阪21世紀協会は、こうした上方文化芸
能協会の設立趣意を汲み、上方文化芸能の調査、研究、人材育成などの
各種事業を通じ、大阪における伝統芸能の保存発展をめざしていく。

文化の伝統を次代へ
上方文化芸能協会の事業を継承

2014年春開業「あべのハルカス」に
新スタイルの都市型美術館が誕生
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見巧者も初心者も楽しませる
地主版「コッペリア」の真骨頂

地主薫バレエ団公演「コッペリア」
（2012年5月20日・梅田芸術劇場）
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「宝恵駕行列」の芸妓代表・祐子さん
（2013年1月10日／大阪ミナミ戎橋付近）

「上方花舞台」（2013年1月30日
／国立文楽劇場）
photoⓒ越田悟全

（下）長唄「業平」大空祐飛さん
（左）地唄「雪」板東玉三郎さん

地主 薫さん（左）と奥村康祐さん（右）
（地主 薫バレエ団・吹田市）にて

photo c 尾鼻文雄

展開にも工夫。こうした意外性は、地主版「コッペリア」
ならではの魅力だ。今年11月7日にフェスティバルホー
ル（大阪市北区）で上演予定の創立25周年記念公演
「シンデレラ」では、なんとシンデレラの生い立ちが明か
されるとか。「創立25年の若いバレエ団だからこそ、思
い切ったチャレンジもできる」と地主さんはいう。
　一方、「ロミオとジュリエット」「コッペリア」ともに主役
を務めた奥村さんは、5歳から地主さんに師事する同バ
レエ団の中心的存在。国内外での受賞歴も多い。
2011年には文化庁芸術祭新人賞を受賞し、現在、新
国立劇場バレエ団（東京）のダンサーとしても活躍する。
今年3月16日には日本バレエ協会公演「白鳥の湖（東
京文化会館）」で王子役（ジークフリード）を務め、6月
30日に新国立劇場バレエ団で上演予定の「ドン・キホ
ーテ」では、主役（バジル）に抜擢された。
　奥村さんが目指すのはクオリティーの高いバレエ。そ
のために「できるだけ多くの役をこなし、自分の芸術性を
高めていきたい」という。端正な容姿に王子役として天
賦の才を感じさせるが、地主さんいわく「ひたすら努力す
るタイプ」。演技力にも優れ、昨年11月のアートアセン
ブリーでは、文楽太夫とのコラボレーション作「大蛇退
治（おろちたいじ）」で、素戔嗚尊（すさのうのみこと）を
好演した（P12参照）。ここでも地主さんの創意と奥村
さんをはじめ団員たちの個性がきわだつ、地主バレエの
新境地を見る思いがした。

（ライター 三上祥弘）

　人形と知らずにコッペリアに好意を寄せる村の
青年フランツと、それに気を揉む恋人のスワニルダ。
ある日、スワニルダはコッペリアの正体を確かめようと、
偏屈な老人形師コッペリウスの工房に忍び込む…。
　2012年5月梅田芸術劇場にて上演したグランド・
バレエの名作「コッペリア」（写真右下）で、同年度の
大阪文化祭賞奨励賞を受賞した地主薫バレエ団。同
団は、2008年上演の「ロミオとジュリエット」でもバレ
エで初めて大阪文化祭賞グランプリを受賞するなど、
今年創立25年の比較的新しいバレエ団でありながら、
その実力はすでに定評がある。昨年受賞のコッペリア
では、地主さん独自の演出と、主役（フランツ）を務め
た奥村康祐さんの二人を中心に、団員全体が力を発
揮して魅力的な舞台に仕上げた点が高い評価を得た。
　「大人から子どもまで楽しめる舞台にしたい」という
地主さんは、初めてバレエを観る人でも楽しめる分りや
すい演出を身上とする。コッペリアでは、各幕の冒頭で
ストーリーを紹介したり、通常は舞台上手前にあるコッ
ペリウスの工房を舞台正面に配し、客席のどの位置
からも人形コッペリアが動いているところが分かるよう
な配慮もした。物語を良く知る人は、客席から工房が
見えなくても音楽を聴いているだけで「今、コッペリア
が動いている」と察するが、知らない人はそうした想像
が働かないからだ。
　こうした前説や舞台設定は見巧者にとっては不要
なのかもしれない。しかしバレエ初心者にとっては、物
語の世界により早く深く入り込む手
助けとなる。演目によって演出の自
由度は異なるが、地主さんはすべて
の観客にバレエの面白さを知ってほ
しいからこそ、そうしたサービス精神を
怠らない。原典に固執せず、偏屈な
コッペリウスを“じつは心優しい老
人”にしたり、コッペリウスに見つかっ
て人形のふりをするのがスワニルダ
だけではなく、フランツの友人たちも
一緒だったりと、登場人物の性格や

あべのハルカス（2013年3月現在）
2013年夏に「タワー館（近鉄百貨店など）」の先
行オープンを予定している。
画面左下が大阪市立美術館、右手前が天王寺
植物・動物園。

　2014年春の開業に向けて近畿日本鉄道（株）が近鉄大阪阿倍野橋
駅の真上に建設中の「あべのハルカス」は、昨年8月、地上300メート
ルに到達し、日本一の超高層ビルになった。
　地下5階・地上60階、事業費1,300億円の「あべのハルカス」は、百貨
店、ホテル、レストラン街、文化ホール、オフィス、展望台などを備え
る日本最大級の複合商業施設。そしてこの16階に開設されるのが、
「あべのハルカス美術館（仮称）」だ。ターミナル立地を活かして気軽
に芸術・文化を楽しめる新スタイルの都市型美術館として、国内外の
巡回展をはじめ、奈良や京都の近鉄沿線の文化財から西洋美術、現代
アートまで幅広いジャンルの展覧会の開催を予定している。ショッ
プやカフェなども併設し、美術鑑賞にプラスした楽しみも提供する。
　近畿日本鉄道（株）の小林哲也社長は、今年3月5日の関西経済同友会
の講演で、「このプロジェクトの狙いは、当社の経営基盤であるターミ
ナルの機能強化だけでなく、歴史と文化のある阿倍野・天王寺エリア
を、大阪の新しい都市格として発展させることにある」とし、「市立美
術館や天王寺植物・動物園などの大きな集客力を持つ施設とも、相互
にお客様を送りあえる協力関係を構築していきたい」と述べている。
　関西・大阪21世紀協会は今年2月26日、インテリジェントアレー専
門セミナー（関西社会人大学院連合主宰）において、同美術館特別顧問
の蓑豊氏（兵庫県立美術館館長）を講師に招き、「あべのハルカスから
の文化発信」をテーマとする講座を提供。蓑氏は、「完成すれば西日本
一の美術館になる。市民はそれを誇りに思ってほしい」と語った。

蓑 豊氏
（インテリジェント・アレー

専門セミナーにて）


